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※雨天決行(催しは一部中止)

●参加資格　　男性：町内在住で独身の方及び町内へお勤めで独身の方
　　　　　　　　　　20歳代から40歳代の方
　　　　　　　女性：居住地、年齢は不問で独身の方
　　　　　　　※「独身の方」とは、シングルマザー、
 　　　　　　　　シングルファザーを含みます。
●募集人員　　概ね24名程度（男女各12名）
　　　　　　　※応募者多数の場合は、選考させていただきます。
　　　　　　　 男性は町内在住を、女性は申込順を優先します。
●参 加 費　　2,500円
●内　　容　　①プロフィールカードを活用した自己紹介
　　　　　　　②デコレーション寿司づくりにチャレンジ！
　　　　　　　③フリータイムは、さくらまつり会場でお花見など
　　　　　　　④気になっている相手カードで積極的にアタック！
●申込方法　　書類は町ホームページからの取得の他、役場及び老川・西畑出張所に用意してあります。必要書

類に申込事項を記入し、次の①、②の書類を企画財政課へ持参または、郵送してください。
　　　　　　　①参加申込書に顔写真付き身分証明書の写しを添付したもの。
　　　　　　　  （運転免許証、パスポート、住基カード等）
　　　　　　　②プロフィールと顔写真。
　　　　　　　　 （顔写真をデータで提出される場合は、申込・問合せ先メールアドレスへ送信してください。）
　　　　　　　 ※プロフィールを冊子にして、当日参加者へ配布します。
●募集期間　　平成28年2月24日（水曜日）から3月23日（水曜日）必着
　　　　　　　 ※ご不明な点など詳しくは、役場企画財政課までお問い合わせください。
●申込・問合せ先　
　　　　　　　〒298－0292　千葉県夷隅郡大多喜町大多喜93番地
　　　　　　　大多喜町役場　企画財政課　企画政策係
　　　　　　　☎　0470－82－2112　FAX番号  0470－82－4461
　　　　　　　Ｅ-mail　 kikaku@town.otaki.lg.jp

日時
午前9時50分から午後4時まで
大多喜町立中央公民館　大多喜町大多喜486番地10

４月３日（日）
場所　

　町では、結婚活動支援事業の一環として、出会いのきっかけを探し
ている独身男女の方々へ、出会いの場をサポートする「出会いの広場
inおおたき」を開催します。
　デコレーション寿司を作りながら距離を縮めるチャンス！！当日開
催されるさくらまつり会場でフリータイムを予定しています。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

出会いの広場inおおたき第１０回 

渡辺正行の「新人コント大会ＩＮ 大多喜」
　東京で、３０年以上続けている「ラ．ママコント大会！」
　爆笑問題、バナナマンなどなど数多くの若手が生まれ、今、芸能界を席巻している！「新人
コント大会」の「今の若手、旬の若手！」を、引き連れて「大多喜」に凱旋します！

会　場：大多喜町立中央公民館　ホール
出　演：ホリ、ザ・ギース、ラブレターズ、阿佐ヶ谷姉妹　ほか総勢２０組
主　催：（有）なべや
協　力：大多喜町、大多喜町観光協会、大多喜町商工会青年部、夷隅ライオンズクラブ
お問い合せ：☎0470－82－2112渡辺正行 ホリ 阿佐ヶ谷姉妹

4月3日（日）開場 １２:００　　　開演 １３:００（全席自由）　
前売 ￥３,０００　   当日 ￥３,５００

いすみ鉄
道

観光大使
の

渡辺正行
氏協力

好評発売中

＜有料広告＞
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大多喜城会場
2日（土）、3日（日）
琴の演奏、お茶席、謡曲、
大多喜高校マンドリンギター部の演奏、さくら市など

土方染工房会場
3日（日）
和の宴（大多喜かぐや蓮の舞、ミュージシャンライブ、
着物の着付け体験、工芸品の販売など

上総中野駅（大塚山の最寄駅）会場
2日（土）
地元の有志の方々による模擬店、農産物の直売など

観光本陣会場
3月26日（土）～4月10日（日）
手づくり甲冑展

大多喜町役場～大多喜城
3日（日）
ユニセフ・ラブウォークinおおたき
参加費：大人500円、子供200円

大
多
喜
町
の
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る

大
多
喜
城
と
そ
の
周
辺
を
会
場
に

さ
く
ら
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

ＳＰＲＩＮＧ

大多喜さくらまつり
4月2日㈯、3日㈰ 10時～15時まで

※雨天決行(催しは一部中止)

問合せ　一般社団法人 大多喜町観光協会　☎80−1146
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住宅取得奨励金が新たにスタートします

農業者年金に加入して、安心で豊かな老後に備えましょう
知っておきたい～農業者年金加入のメリット～

　

平
成
28
年
4
月
以
降
も
新
築

住
宅
を
取
得
し
た
方
を
対
象
に

一
部
制
度
を
見
直
し
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

（
実
施
期
間
：
平
成
28
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日

ま
で
）

　

新
た
な
制
度
概
要
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。
ご
活
用
を
検
討

さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

注
）
平
成
28
年
議
会
定
例
会
3

月
会
議
提
出
の
予
算
案
の

議
決
を
も
っ
て
実
施
の
決

定
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
新
築
住
宅
】

　

自
己
の
居
住
の
た
め
に
町
内

に
建
設
し
、
ま
た
は
売
買
に
よ

り
取
得
し
た
一
戸
建
て
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅
（
既
存
住
宅
の

建
て
替
え
を
含
む
）
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

▼
そ
の
建
設
後
使
用
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
も
の

▼
新
築
に
あ
っ
て
は
、
建
設
工

事
の
完
了
の
日
か
ら
起
算
し

て
1
年
以
内
の
も
の

▼
居
住
用
床
面
積
が
50
㎡
以
上

で
あ
る
こ
と

【
交
付
対
象
者
】

　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降

に
対
象
新
築
住
宅
を
取
得
し
た

者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い

う
。
）
で
、
次
の
要
件
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
者

▼
奨
励
金
交
付
申
請
時
に
お
い

▼
１  

農
業
者
な
ら
幅
広
く
加

入
で
き
ま
す

 

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
方
で
、
国
民

年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
あ

れ
ば
、
経
営
主
は
も
ち
ろ
ん
配

偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
農

業
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

▼
２  

積
立
方
式
だ
か
ら
少
子

高
齢
化
時
代
で
も
安
心

で
す

▼
３  

保
険
料
額
は
2
万
円
～

6
万
7
千
円
の
間
で
自

由
に
選
択
で
き
、
途
中

で
見
直
し
が
で
き
ま
す

▼
４  

農
業
の
担
い
手
に
は
保

険
料
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す

　

39
歳
ま
で
に
加
入
し
、
認
定

農
業
者
で
青
色
申
告
し
て
い
る

人
な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
５  

保
険
料
が
全
額
社
会
保

険
料
控
除
さ
れ
節
税
に

な
り
ま
す

▼
６  

終
身
年
金
で
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
は
死

亡
一
時
金
が
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す

て
、
対
象
新
築
住
宅
に
住
居

を
定
め
て
い
る
こ
と

▼
奨
励
金
交
付
申
請
時
に
お
い

て
、
申
請
者
お
よ
び
同
居
者

に
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

こ
と

▼
こ
の
制
度
に
よ
る
奨
励
金
を

過
去
に
受
け
取
っ
た
こ
と
が

な
い
こ
と

※
対
象
新
築
住
宅
を
取
得
し
た

者
と
は
、
対
象
新
築
住
宅
に

係
る
工
事
請
負
ま
た
は
売
買

の
契
約
者
で
、
当
該
住
宅
の

表
題
登
記
ま
た
は
所
有
権
移

転
登
記
を
完
了
し
た
者
。
ま

た
、
住
宅
の
所
有
が
共
有
名

義
の
場
合
は
、
そ
の
2
分
の

1
以
上
の
所
有
権
を
登
記
事

項
証
明
書
で
確
認
で
き
る
こ

と
。

【
奨
励
金
】

▼
基
本
額　

30
万
円

▼
加
算
額

①
申
請
者
ま
た
は
同
居
す
る
配

偶
者
の
年
齢
（
当
該
年
度
の

4
月
1
日
現
在
）
が
45
歳
以

下
の
場
合　

20
万
円

②
対
象
新
築
住
宅
を
町
内
の
建
設

業
者
ま
た
は
販
売
業
者
に
よ
り

取
得
し
た
場
合　

30
万
円

③
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
も

の
の
全
て
が
町
外
か
ら
の
転

入
者
で
あ
る
場
合　

20
万
円

問
合
せ　

建
設
課　

管
理
係　

　

☎
82

−

２
１
１
５

　
※
相
続
な
ど
に
よ
り
農
地
の
権

利
を
取
得
し
た
方
は
、
農
業

委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
出
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

大
多
喜
町
農
業
委
員

会　

☎
82

−

２
１
７
６
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総合開発審議会委員を募集します

ごみの持込み処理手数料を改正します

区　分 改正前 改正後

ごみ持込み
処理手数料

事業所（者）
以外

可燃ごみおよび不燃
ごみ１㎏当たり ３円 ２０円

資源ごみ 無料 無料

事業所（者） １㎏当たり ６円 ２０円

　

町
で
は
、
総
合
開
発
審
議
会

委
員
を
２
名
程
度
募
集
し
ま

す
。

　

総
合
開
発
審
議
会
は
、
町
の

総
合
的
な
計
画
の
策
定
や
総
合
開

発
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
す
る
た

め
に
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
合
開
発
審

議
会
委
員
は
、
議
会
議
員
、
行
政

連
絡
員
、
団
体
役
職
員
な
ど
の
委

員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

2
名
程
度

▼
委
員
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
20

歳
以
上
で
次
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
方
と
し
ま
す
。

⑴
幅
広
い
視
野
に
立
ち
、
公
平

な
立
場
で
議
論
や
意
見
交
換

が
で
き
る
方

⑵
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
他
の
委
員
の
自
由
な

発
言
を
尊
重
で
き
る
方

⑶
審
議
会
で
知
り
得
た
情
報
、

個
人
に
関
す
る
情
報
な
ど
に

つ
い
て
守
秘
義
務
を
遵
守
で

き
る
方

⑷
国
、
県
、
町
議
会
議
員
お
よ

び
町
職
員
で
な
い
方

⑸
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
審

議
会
に
出
席
で
き
る
方

　
　

町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の

持
込
み
処
理
手
数
料
を
改
正

し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
有
料
に
な
る
も
の
（
例
）

　

可
燃
ご
み
（
生
ご
み
・
布
団

な
ど
）
、
木
製
家
具
、
不
燃

ご
み
（
ガ
ラ
ス
類
・
せ
と
も

の
類
・
金
属
類
・
小
型
家
電

製
品
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

自
転
車
な
ど
）

▼
無
料
に
な
る
も
の
（
例
）

　

町
指
定
袋
に
入
っ
て
い
る
も

の
・
缶
・
び
ん
・
新
聞
・
雑

誌
・
段
ボ
ー
ル
・
衣
類
（
再

生
可
能
な
も
の
）
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど

　

適
正
な
手
数
料
を
ご
負
担
い

た
だ
く
た
め
、
お
手
数
で
す

が
別
々
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

提
出
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

合
は
、
件
名
欄
に
「
総
合
開

発
審
議
会
委
員
応
募
申
込
」

と
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間　

3
月
7
日
㈪
か

ら
3
月
22
日
㈫
午
後
5
時
ま

で
※
郵
便
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
の

場
合
で
も
、
上
記
の
期
限
と

同
じ
。

▼
選
考
方
法　

動
機
の
内
容
お

よ
び
男
女
の
構
成
や
年
齢
な

ど
か
ら
選
考
し
ま
す
。

▼
報
酬  

町
条
例
の
規
定
に
よ

り
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

▼
選
考
結
果　

4
月
11
日
㈪
ま

で
に
、
応
募
者
本
人
に
郵
送

に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　

〒
２
９
８

−

０
２
９
２

　

大
多
喜
町
大
多
喜
93
番
地

　

企
画
財
政
課　

企
画
政
策
係

　

☎
82

−

２
１
１
２

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号　

　

82

−

４
４
６
１　

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikaku@
tow

n.otaki.lg.jp

▼
ご
み
を
持
込
ま
れ
る
場
合

は
、
「
ご
み
の
正
し
い
出
し

方
」
を
確
認
の
上
、
正
し
く

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
３

−

０
３
３
１
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高齢者のよい歯のコンクール選考会参加者を募集します

障害者控除対象者認定の申請について
認定されれば税の申告時に障害者控除が受けられます

戦没者等のご遺族の皆さまへ

　町では下記のとおり「高齢者のよい歯のコンクール」の選考会を行います。
　選考の結果、特に歯の健康が優れている1名の方に町の代表として夷隅郡市歯科医師会主催の「高齢
者のよい歯のコンクール」に出場していただきます。
　ぜひ、参加のお申込みをお願いします。
＜対 象 者＞　平成28年4月1日現在80歳以上（昭和1１年4月1日以前の生年月日の
　　　　　　　方）で自分の歯（かぶせた歯、さし歯でも可）が20本以上ある方
＜選 考 会＞　日時：4月1４日（木）13:15　受付
　　　　　　　場所：大多喜町役場中庁舎（保健センター）　　　　　　　　　
　　　　　　　内容：歯科健康診査、アンケート
＜申込期限＞　4月８日（金）
＜申 込 先＞　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線264）

　町内に住所を有する65歳以上の方で、障害の程度が身体障害者手帳交付者に準ずる方は、障害者控除
対象者認定の申請をして認定されれば、所得税・住民税申告の際に｢障害者控除｣が受けられます。

　認定の審査方法
　1　介護保険法に基づく要介護認定を受けている方または要支援認定を受けている方は、障害者に係

る直近の要介護認定または要支援認定を受けた際の記録その他の資料などにより審査します。

　2　前記以外の方は、介護保険認定調査員が行う申請者本人およびその親族などとの面接により審査
します。

　詳しくは、お問い合わせください。

　｢障害者控除対象者認定申請書｣は、町ホームページからもダウンロードすることができます。

○問合せ　　健康福祉課　社会福祉係　☎82－2168（内線266）

　現在第10回戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の受付を行っています。
　まだ手続きをされていない方はお早めに役場へ手続きにお越しください。
　戦没者等のご遺族の方で支給対象となるかよくわからない場合は、役場健康福祉課までお問い合わせ
ください。

１　支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27年4月1日（基準日）において、恩給法による公務扶助料
や戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金などを受ける方（戦没者の妻や父母など）がいない場
合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。

　①平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　②戦没者等の子
　③戦没者等の⑴父母、⑵孫、⑶祖父母、⑷兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、
　　　順番が入れ替わります。
　④上記⑴から⑶以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　　※戦没者などの死亡当時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた方に限ります。

２　支給内容　　額面25万円、5年償還の記名国債

３　請求期間　　平成30年4月2日まで
　　請求期間を過ぎると第10回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。

４　請求受付窓口　　健康福祉課　社会福祉係　☎82－2168

　　　　　　　場所：大多喜町役場中庁舎（保健センター）　　　　　　　　　　　　　　　　場所：大多喜町役場中庁舎（保健センター）　　　　　　　　　

← キリトリ線で切り取って
　 見える所に貼っておきましょう。
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犯人は、複数の人物
を登場させる場合や、

女性を装う場合も！

～大多喜町での平成２７年
　被害認知件数５件、被害総額約４８０万円～

「電話de詐欺」にご注意ください

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
「
特
殊

詐
欺
」
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
町
の
皆
さ
ん
が
汗
水
流
し
て

働
い
た
お
金
、
老
後
の
た
め
に

と
貯
金
し
て
い
た
大
切
な
お
金

を
、
電
話
を
使
い
言
葉
巧
み
に

だ
ま
し
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
犯
罪
で
す
。

　

千
葉
県
警
で
は
、
特
殊
詐
欺

な
ど
の
被
害
撲
滅
を
目
的
と
し

て
昨
年
広
報
用
の
名
称
を
募
集

し
、
約
４
万
件
の
応
募
の
中
か

ら
「
電
話
de
詐
欺
」
と
新
名
称

が
決
ま
り
ま
し
た
。
「
電
話
de

詐
欺
」
と
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

や
還
付
金
詐
欺
、
架
空
請
求
詐

欺
な
ど
、
今
ま
で
こ
れ
ら
を
特

殊
詐
欺
と
の
名
称
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
広
く
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。

  全国統一防火標語
『無防備な　心に火災が

かくれんぼ』
 　３月１日（火）から３月７日
（月）まで「春の全国火災予防
運動」が実施されます。
　火災は、ちょっとした不注意
から起こっています。
　中でも焚き火の拡大や、タバ
コからの出火事例が多く発生し
ています。火の取り扱いには十
分注意してください。
　消防本部では、火の用心７つ
のポイントを作成し、火災予防
を呼びかけています。

住宅防火
いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

   ３つの習慣
○寝たばこは、絶対にやめる。
○ストーブは、燃えやすいもの

から離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れ

るときは、必ず火を消す。

   ４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅

用火災警報器を設置しましょ
う。

○寝具や衣類およびカーテンか
らの火災を防ぐために、防炎
品を使用しましょう。

○火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器等を設置し
ましょう。

○お年寄りや身体の不自由な人
を守るために、隣近所の協力
体制を作りましょう。

○問合せ　夷隅郡市広域市町村
圏事務組合消防本部予防課

　☎80－0132

　

被
害
者
の
大
半
が
高
齢
者
で
す
。

県
内
の
金
融
機
関
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
高

齢
者
が
「
一
人
で
振
込
み
ま
た
は
引

出
し
に
来
て
い
る
」
、
「
慌
て
て
落

ち
着
き
が
な
い
」
な
ど
、
被
害
に

遭
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
を
見
か

け
た
場
合
は
「
声
か
け
」
を
す
る
よ

う
、
銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
の

方
々
に
協
力
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
万
一
、
声
を
か
け
ら
れ
た
場
合

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

～
と
ら
れ
た
お
金
は
二
度
と
戻
り
ま

せ
ん
。
あ
わ
て
ず
冷
静
に
な
り
ま

し
ょ
う
～

　

お
か
し
い
な
、
不
安
だ
な
と
思
っ

た
ら
、
家
族
に
確
認
ま
た
は
警
察
に

相
談
を
！

○
問
合
せ　

勝
浦
警
察
署　

生
活
安

全
課　

☎
73
―
０
１
１
０

・息子や孫をかたる者から高額のお金
をすぐに貸してと頼まれる

・町役場をかたる者から医療費の還付
金があるからＡＴＭに行けと言われる

・突然身に覚えのないお金（アダルト
サイト使用料などを理由に）をメール
や電話で請求される

「電話de詐欺」
犯人が

よく使う手口！

「春の
     全国火災予防運動」

  勝浦警察署　７３―０１１０ ← キリトリ線で切り取って
　 見える所に貼っておきましょう。
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第
39
回
大
多
喜
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
1
月
24
日
㈰
に
開

催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
３
２
４
名
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
新
春
の
大
多
喜

城
下
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
多
喜
城

　

    

マ
ラ
ソ
ン
大
会
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小学校３・４年男子 
1,300ｍ

一般３９歳以下 
5,000ｍ

小学校１・２年男子 
1,000ｍ

中学生男子 
3,000ｍ

中学生女子 
2,000ｍ

小学校１・２年女子 
1,000ｍ

1位 佐久間亮汰 勝浦小 4年
2位 須藤　大翔 大多喜小 4年
3位 吉田　　陽 大多喜小 4年

1位 大西　貴也 茂原高
2位 板倉　魁吏 茂原北陵高
3位 小久保克己 大多喜高

1位 笹川　　大 若葉小・市原市 2年
2位 石橋　公秀 大多喜小 2年
3位 關　　琉士 大多喜小 2年

1位 藤澤　　智 勝浦中 3年
2位 所　　勇太 岬　中 2年
3位 渡邉　玲哉 大多喜中 2年

1位 小峯　　蘭 勝浦小 2年
2位 米本　菜桜 西　小 2年
3位 佐瀬梨亜菜 勝浦小 2年

1位 鈴木　瑞生 国吉中 3年
2位 小髙　美音 大多喜中 3年
3位 西川　千遥 大多喜中 2年
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小学校５・６年女子 
2,000ｍ

小学校３・４年女子 
1,300ｍ

一般４０歳以上 
5,000ｍ

一般女子 
3,000ｍ

小学校５・６年男子 
2,000ｍ

1位 所　　春菜 太東小 6年
2位 長谷川瑠海 大原小 5年
3位 木原菜々恵 長者小 6年

1位 本多　莉子 青葉台小・市原市 3年
2位 所　　愛菜 太東小 3年
3位 渡邉　寧乃 大多喜小 4年

1位 吉野　彰洋 大多喜町
2位 長谷川勝利 いすみ市
3位 沼田　純一 いすみ市

1位 鎗田　大輝 太東小 6年
2位 鎗田　光希 太東小 6年
3位 中村　碧海 古沢小 6年

1位 本間　たみ 茂原高
2位 佐藤　萌香 大多喜高
3位 田丸　星音 大多喜高



　

表
彰
式
で
は
、
今
年
度
の
大
多
喜
町

の
体
育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

し
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
30
名
お

よ
び
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
各
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】
（
敬
称
略
）

◆
功
労
者

【
町
体
育
協
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
所
属
】

髙
師 

安
夫

【
町
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
推
薦
】

政
門 

泉

◆
優
秀
表
彰

【
大
多
喜
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
】

磯
野 

隼
輔

◆
奨
励
表
彰

【
西
小
学
校
】
君
塚 

光
（
陸
上
）

【
大
多
喜
小
学
校
】
坂
輪 

亮
多

（
陸
上
）

【
大
多
喜
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
】

麻
生 

大
翔
／
井
桁 

飛
翔
／
髙
橋 

恋

花
／
田
島 

義
偉
／
吉
田 

源
基
／
吉

田 

雄
陽
／
渡
辺 

瞬
太
郎

　ゲートボールは、鍛治クラブに所属し毎週
水曜と土曜に活動しています。今年度の成績
は、６戦中５回の優勝をしています。
　いつも心がけていることは、和やかにプ
レーすることです。スポーツに親しむ皆さ
ん。みんなが仲良く、たまには冗談を言いな
がら笑顔を大切にスポーツを楽しみましょ
う。また、早寝早起きも健康の秘訣ですよ。

　以前は町内に８チームほどバレーチームがありましたが、
現在活動しているバレーボールチームは半数近くまで減って
きています。
　スポーツを通しての仲間は一生ものです。
　若いお母さんたちも、外に出てスポーツする楽しみをぜひ
感じてください。

髙師  安夫さん（鍛治）

政門　泉さん（森宮）

【
大
多
喜
中
学
校
・
陸
上
】

浅
野 

麻
那
／
海
老
根 

武
／
香
川 

正

宣
／
川
﨑 

優
花
／
小
髙 

美
音
／
杉

山 

万
由
子
／
関 

優
月
／
西
川 

千
遥

／
野
口 

菜
々
美
／
渡
辺 

佳
純

【
大
多
喜
中
学
校 

陸
上
女
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム
】

浅
野 

麻
那
・
関 

優
月
・
鈴
木 

鞠

奈
・
渡
邉 

青
空
・
渡
辺 

佳
純
・
渡

邉 

衣
織
・
野
口 
菜
々
美

【
大
多
喜
中
学
校　

女
子
駅
伝
部
】

小
髙 

美
音
・
杉
山 

万
由
子
・
関 

優

月
・
西
川 

千
遥
・
麻
生 

萌
・
小
髙 

美
咲
・
齊
藤 

巴
奈
・
麻
生 

涼
・
高

梨 

真
希
・
渡
邉 

衣
織
・
磯
野 

佳

保
・
角
田 

嶺
奈
・
野
口 

菜
々
美

【
大
多
喜
中
学
校
・
柔
道
】

香
川 

正
宣
／
菊
地 

諄
弥
／
鈴
木 

盛

篤
／
田
島 

嘉
春
／
花
﨑 

結
愛
／
本

間 

彩
乃
／
吉
野 

亜
沙
美

【
八
千
代
高
等
学
校
】

野
口 

佳
奈
（
柔
道
）

　1月24日㈰、大多喜町中央
公民館で平成27年度大多喜町
体育功労者表彰式が行われま
した。

▲堂々と表彰状を受け取る
磯野隼輔さん

大多喜町
体育功労者
表彰式

大多喜町
体育功労者
表彰式

平成27年度平成27年度
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日
頃
か
ら
町
体
育
協
会
の
活
動
に
大
変

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
大
多
喜
城
マ
ラ
ソ
ン
大

会
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、
町
内
外
よ

り
多
く
の
参
加
者
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
こ
と
、
主
催
者
と
し
て
大
変

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
、
勝
浦
警
察
署
・
交
通
安
全
協
会
の

皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
特
に
マ
ラ
ソ
ン
競

技
は
、
「
希
望
・
夢
・
感
動
」
を
与
え
て

く
れ
る
共
通
唯
一
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
２
０
２
０
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決

定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
込

め
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

東京オリンピック・パラリンピックに向け
スポーツが盛り上がりを見せる ▲大多喜町体育協会会長

　森實　國忠さん（小土呂）

▲鍛冶クラブ（ゲートボール）のメンバー

Let's enjoy sports♥
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カートの頂点を極める
 澤 龍之介さん（船子）大多喜中学校２年

カ
ー
ト
競
技
は
︑
１
０
０
㎞
以

上
出
る
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
だ

車
両
で
︑
テ
ク
ニ
カ
ル
な
各
コ
ー
ス

を
何
周
も
走
行
し
タ
イ
ム
を
競
い
合

う
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
遠
心

力
が
強
い
環
境
で
の
ア
ク
セ
ル
や
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク

ニ
ッ
ク
︑
車
両
の
管
理
︑
メ
ン
タ
ル

な
ど
様
々
な
要
素
で
勝
負
が
決
ま
り

ま
す
。

龍
之
介
さ
ん
が
カ
ー
ト
を
始
め

た
の
は
小
学
校
5
年
生
の
秋

か
ら
。
た
ま
た
ま
カ
ー
ト
に
乗
車
し

た
と
こ
ろ
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
中

学
校
１
年
生
の
時
に
は
︑
全
日
本
選

手
権
に
初
出
場
し
て
初
優
勝
。
カ
ー

ト
を
始
め
て
わ
ず
か
２
年
で
の
快
挙

で
し
た
。

　

現
在
は
千
葉
市
に
あ
る
チ
ー
ム
に

所
属
し
︑
練
習
は
基
本
︑
市
原
に
あ

る
新
東
京
サ
ー
キ
ッ
ト
で
行
い
︑
レ
ー

ス
ウ
ィ
ー
ク
で
は
︑
千
葉
・
埼
玉
・
栃

木
・
三
重
・
宮
城
・
山
形
な
ど
へ
遠

征
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

強
く
な
る
秘
訣
は
︑
普
段
の
練

習
走
行
や
実
践
の
レ
ー
ス
経

験
も
必
要
で
す
が
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
と
一
緒
に
走
行
し
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
盗
ん
で
い
く
の
が

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
一
つ
で
す
。

　

レ
ー
ス
に
な
る
と
１
０
０
０
分
の

Let's Enjoy Sports♡

１
秒
を
争
う
カ
ー
ト
。
車
両
の
ネ
ジ

１
本
を
ゆ
る
め
る
だ
け
で
タ
イ
ム
に

影
響
さ
れ
る
ほ
ど
シ
ビ
ア
な
世
界
で

す
。
ま
た
︑
時
速
１
０
０
ｋ
ｍ
に
も

及
ぶ
レ
ー
ス
に
は
危
険
が
伴
う
こ
と

も
あ
り
︑
家
族
の
方
々
は
活
躍
を
喜

ぶ
一
方
で
﹁
怪
我
し
な
い
よ
う
に
い

つ
も
心
配
し
て
い
ま
す
﹂
と
心
の
内

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

１
月
24
日（
日
）に
は
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
２
０
１
５
年

Ｊ
Ａ
Ｆ
関
東
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
式
が
開
か
れ
︑
龍
之
介
さ
ん
も

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
と
も
に
招
待
さ

れ
ま
し
た
。
将
来
は
﹁
Ｇ
Ｔ
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
る
﹂
と
話
し
︑
国
内
最
高

峰
の
自
動
車
レ
ー
ス
で
の
戦
い
に
向

け
て
進
み
出
し
て
い
ま
す
。

　カートは、一般的な乗用
車と違いスピードが出る四
輪自動車で「速さ」を競う
競技・スポーツで、全国各
地でレースが開催されてい
ます。
　15歳以下のドライバー
たちが集うジュニア部門
で、JAF全日本カート選手
権FP-Jr部門2015の東地域
チャンピオン、東西統一シ
リーズランキング3位に輝
いた選手が町にいます。
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第
15
回
大
多
喜
町
近
隣
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

第49回勝浦鳴海駅伝競走大会

　

大
多
喜
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ

会
主
催
に
よ
る
第
15
回
大
多
喜
町

近
隣
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
︑

12
月
13
日
㈰
大
多
喜
町
海
洋
セ
ン

タ
ー
多
目
的
広
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
︑
激
戦
の
末
に
大
多
喜
小
Ｆ

Ｃ
が
3
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
少
雨
に
見
舞
わ
れ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
夷
隅
郡

市
内
か
ら
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
︑

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

過
去
の
大
会
で
５
回
優
勝
し
て

い
る
王
者
︑
大
原
Ｆ
Ｃ
（
昨
年
優

勝
）
が
２
回
戦
で
敗
退
し
︑
最
近

の
大
会
で
な
か
な
か
上
位
に
勝
ち

進
め
な
か
っ
た
大
多
喜
小
Ｆ
Ｃ
や

勝
浦
Ｆ
Ｃ
︑
そ
れ
に
国
吉
Ｆ
Ｃ
︑

東
小
Ｆ
Ｃ
が
粘
り
強
く
勝
ち
進

み
︑
ベ
ス
ト
４
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。

　

降
雨
が
一
段
と
激
し
さ
を
増
す

中
︑
選
手
の
健
康
を
第
一
に
考
え

準
決
勝
か
ら
の
大
会
は
延
期
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
週
間
後
︑
晴
天
に
恵
ま
れ
た

19
日
㈯
︑
会
場
を
大
多
喜
小
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
に
移
し
準
決
勝
か
ら

大
会
が
再
開
さ
れ
︑
４
チ
ー
ム
激

戦
の
結
果
︑
大
多
喜
小
Ｆ
Ｃ
が
国

吉
Ｆ
Ｃ
に
Ｐ
Ｋ
戦
を
制
し
︑
７
年

ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

３
校
が
統
合
し
て
発
足
し
た
大

多
喜
小
Ｆ
Ｃ
は
︑
選
手
の
層
も
厚

く
︑
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
勝
利
し
ま

し
た
。

　

応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
や

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
か
ら
終
始
熱
い

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
【
参
加
チ
ー
ム
】

大
原
Ｆ
Ｃ
・
西
小
イ
レ
ブ
ン
・
Ｆ

Ｃ
千
町
・
大
多
喜
小
Ｆ
Ｃ
・
古
沢

小
学
校
・
御
宿
Ｆ
Ｃ
・
中
根
Ｏ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
・
勝
浦
Ｆ

Ｃ
・
東
小
Ｆ
Ｃ
・
Ｆ
Ｃ
中
川
・
豊

浜
小
学
校
・
長
者
小
学
校
・
国
吉

Ｆ
Ｃ
・
東
海
Ｆ
Ｃ
・
清
海
上
野
ク

ラ
ブ

　

１
月
17
日
㈰
︑
第
49
回
勝

浦
鳴
海
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
冬
晴
れ
の
中
︑
中

学
生
か
ら
一
般
ま
で
多
く
の

チ
ー
ム
が
勝
浦
漁
港
を
ス

タ
ー
ト
。
美
し
い
海
岸
線
を

走
り
︑
6
区
間
１
８
．３
㎞

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
中

学
生
女
子
の
部
で
は
︑
大
多

喜
中
学
校
が
１
位
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。

Let's Enjoy

Sports♡
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こども県展 特別賞「千葉日報社長賞」を受賞

上原神楽囃子保存会
　つぐみの森保育園で伝統芸能を披露

ふぉっと
ニュース

　第60回こども県展（千葉日報社主催、千葉県教育委員会など後援）の入賞者表彰式が，1月28日
（木）千葉市青葉の森公園芸術文化ホールで行われ，出品された11万3,009点の中から最終選考に進ん
だ413作品に各賞の賞状が授与されました。
　町内からは西小学校の3名が素晴らしい賞をいただき、1年生の鈴木優大さん（写真中央）は，作品「か
しこそうなうし」が特別賞「千葉日報社長賞」に選ばれ、「準特選」を受賞した４年渡邉悠太さん（左）、
６年山口優花さん（右）とともに表彰式に出席し、立派な賞状をいただきました。

　1月29日（金）、つぐみの森保育園で親子ふれあい会が開かれ、特別企画として町の文化財に指定さ
れている上原神楽囃子が上原神楽囃子保存会の皆さんにより上演されました。
　町の伝統行事に興味を持ち好きになってもらおうと企画された今回の上演会。
　園児たちは、獅子舞の迫力や荘重な太鼓のリズム、軽快な笛の音色に夢中になっていました。

千葉日報　28年1月28日付掲載
「かしこそうなうし」
西小学校１年 鈴木 優大さん
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朝読書で本の世界へようこそ その人らしく幸せを感じられるような
地域を目指して

新春を飾る千葉県「書初め展」席書大会に２名が参加

　西中学校では、以前から続けている毎朝の
読書時間を、昨年度の15分から5分のばして
20分間楽しんでいます。
　月１回はボランティアグループ読

どりーむ

夢の会の
皆さんが本の読み聞かせを行い、生徒たちは
興味深そうに話に聞き入り、さまざまな物語
を通じて読書の世界を広げています。
 「確かな学力を身に付ける」が学校教育目
標の中にある西中学校。毎朝読書をすること
により、読解力や集中力を養うことができ、
学力の向上が期待できると考えています。ま
た、生徒の語彙力が増し、コミュニケーショ
ン能力の高まりも期待できます。生徒たちは
日々、活字に触れて思考の広がりを感じてい
ます。

　夷隅地区自立支援協議会では、1月23日（土）に勝
浦市芸術文化センター・キュステで「その人らしく幸
せを感じられるような地域を目指して～発達に心配の
ある子どもと家庭の支援～」をテーマとした講演会を
開催しました。講師に筑波こどものこころクリニック
院長　鈴木直光先生をお招きし、「発達に心配のある
子どもの理解と対応」について、発達に心配のある子
どもたちに必要な対応や、基礎知識などをお話しいた
だき、大勢の方々にご参加いただきご好評いただきま
した。
　夷隅地区自立支援協議会は障害のある人が暮らしや
すい地域を目指して、夷隅郡市2市2町で運営をして
います。今回の講演会の他にも、夷隅郡市の障害福祉
サービスをまとめた「支援ガイドブックコスモス」の
作成を行いました。大多喜町のホームページからもダ
ウンロードできますので、ぜひご利用ください。
○問合せ　健康福祉課　社会福祉係　☎82－2168

　1月24日（日）に県総合スポー
ツセンターで「第68回千葉県
小・中・高校書初め展」の席
書大会（書星会及び千葉日報社
主催、千葉県教育委員会など後
援）が行われました。町内から
は、西中学校3年生の渡邉裕二さ
んと、大多喜中学校2年生の小野
花恋さんが夷隅地区から選抜さ
れ、堂々と筆を走らせました。
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議
会
だ
よ
り

編
集

　議
会
報
編
集
委
員
会

平
成
27
年
第
１
回
議
会
定
例
会
12
月
会
議

　

定
例
会
12
月
会
議
が
12
月
９
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
改
正
や
、
補
正

予
算
な
ど
議
案
15
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
８
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
は
、
紙
面
の
都
合
上
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
町
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
用
会
議
録
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

諮　

問

協　

議

町
道
認
定

条　

例

【
諮
問
第
１
号
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

人

※

権
擁
護
委
員
の
小
髙
康
伸

氏
（
泉
水
）
が
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
適

任
と
認
め
推
薦
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
68
号
】

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　

共
同
処
理
す
る
事
務
に
行

政
不
服
申
立
人
の
手
続
を
保

証
す
る
機
関
を
設
置
す
る
な

ど
同
規
約
を
一
部
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
第
70
号
】

大
多
喜
町
土
地
開
発
基
金
の

設
置
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
共
用
地
を
先
行
取
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

し
て
き
た
基
金
で
す
が
、
公

共
施
設
建
設
の
予
定
が
な
く

基
金
の
活
用
が
見
込
ま
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
同
基
金
を
平

成
28
年
４
月
１
日
を
も
っ

て
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

基
金
で
保
有
す
る
現
金
２

億
５
１
６
０
万
６
７
７
１
円

は
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
、

土
地
、
６
９
３
９
・
９
４
平

方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、

基
金
財
産
か
ら
公
有
財
産
へ

区
分
変
更
し
ま
す
。

【
議
案
第
71
号
】

大
多
喜
町
定
住
化
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

町
の
人
口
の
定
住
化
を
推

進
す
る
た
め
定
住
化
基
金
を

設
置
し
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い

て
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人

権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活

動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
無
報
酬
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
大
多
喜
町
は

５
名
配
置
さ
れ
て
い
る
。

【
議
案
第
69
号
】

町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

次
の
２
路
線
を
町
道
に
認
定

し
ま
し
た
。

路線名 起　点 終　点 延長（ⅿ） 幅員（ｍ）

田丁公民館線
大多喜字九半谷
４８６番１地先

大多喜字太鼓山
５１８番１地先

２６５．４ ４．５～６．５

平塚東原線
馬場内字橋戸
３５２番地先

原内字東原
３２番１地先

１３９．０ ３．０～８．０
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議
会
だ
よ
り

一般会計 補正額 補正後の総予算額 補正予算の主な内容

歳 入 歳 出 652,814 5,432,778 

≪歳入≫
・国庫支出金
・寄附金（ふるさと納税）

8,000
350,000

≪歳出≫
・ふるさと納税事業
・公有財産管理事業
・少子化対策事業（出産祝い金）
・障害者福祉事業

261,568
3,150
2,100

13,043

（単位：千円）

　

基
金
は
土
地
の
取
得
・
造

成
、
住
宅
の
建
設
、
土
地
及
び

住
宅
の
分
譲
な
ど
定
住
化
に
関

す
る
事
業
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

施
行
日
は
平
成
28
年
４
月
１
日

で
す
。

【
議
案
第
72
号
】

大
多
喜
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
伴

い
、
大
多
喜
町
税
条
例
を
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
徴
収
猶

予
に
係
る
徴
収
金
の
分
割
納
付

や
猶
予
期
間
等
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
り
、
猶
予
期
間
は

延
長
を
含
め
て
２
年
以
内
と
さ

れ
ま
し
た
。

【
議
案
第
73
号
】

大
多
喜
町
債
権
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

適
正
な
債
権
管
理
と
効
率
的

な
債
権
回
収
の
た
め
、
事
務
処

理
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る

た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
74
号
】

大
多
喜
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
延
滞
金
の
割
合
を

税
法
に
基
づ
く
基
準
割
合
に
変

更
す
る
た
め
、
条
例
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
75
号
】

大
多
喜
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち

込
む
、
ご
み
の
持
ち
込
み
処
理

手
数
料
が
表

※

１
の
と
お
り
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

適
用
は
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
で
す
。

【
議
案
第
76
号
】

大
多
喜
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
の
総
合
事
業
を
平

成
28
年
２
月
１
日
か
ら
行
う
こ

と
に
伴
い
、
条
例
中
に
定
め
た

実
施
時
期
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
77
号
】

大
多
喜
町
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

水
道
料
金
の
納
入
方
法
が
納

入
通
知
書
に
よ
る
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
す
で
に
口
座
振

替
に
よ
る
徴
収
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
同
条
に
口
座
振
替
を
追

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
に
つ
い
て

定
め
ま
し
た
。

【議案第７８号】大多喜町一般会補正予算（第６号）

【議案第７９号】大多喜町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

【議案第８０号】大多喜町介護保険特別会計補正予算（第２号）

【議案第８１号】大多喜町水道事業会計補正予算（第２号）

区　分 旧 新

事業所（者）以外 ３ ２０

事業所（者） ６ ２０

産業廃棄物 ６ ２０

単位：円／㎏※表１

補正予算
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議
会
だ
よ
り

【定例会１２月会議審議結果】

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

諮問第 1 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 適任

議案第68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第69号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第71号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第73号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第74号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 可決

議案第76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第78号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第79号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第80号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第81号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案
議員

※○は賛成　●は反対　※志関議長は議事進行のため、採決には加わりません。

会　　計 補正額 補正後の予算総額 主　な　内　容

国民健康保険特別会
計（第３号） 3,975 1,569,768 ・一般被保険者高額療養事業

・出産育児助成事業
15,400

4,202

介 護 保 険 特 別 会 計
（第２号） 181 1,083,372 ・介護保険事務費 101

水道事業 補正額 補正後の予定額 主　な　内　容

収益的 支出 4,242 499,511 ・給配水施設修繕費 3,630

資本的 収入 2,548 91,318 ・加入負担金 2,548

（単位：千円）

次の議会は３月３日（木）午前１０時からの予定です。
どなたでも傍聴できますので、ぜひ、お越しください。
手続は議会事務局の傍聴受付で、住所、氏名、年齢を記入するだけです。

お問い合わせ：議会事務局  　電話０４７０－８２－２１８２（直通）
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議
会
だ
よ
り

質　問　議　員 質　問　事　項

小
こ だ か

髙　芳
よしかず

一 ⒈ ＴＰＰ対策について
⒉ 外国人保育士の採用について

山
や ま だ

田　久
ひ さ こ

子

⒈ 少子化対策・子育て支援対策について
　 ①一般・特定不妊治療費助成について
　 ②病児病後児保育について
　 ③県民の森芝生広場に遊具の設置について
⒉ 防災意識を高める取り組みについて

渡
わたなべ

辺　泰
やすのぶ

宣 ⒈ 大多喜町地域公共交通について
⒉ 可燃ごみについて

野
の な か

中　眞
ま ゆ み

弓

⒈ 子育て支援の拡充について
⒉ 子ども医療費の無料化について
⒊ 入学準備援助金について
⒋ ごみ処理問題について

麻
あ そ う

生　 勇
いさむ ⒈地方創生について

⒉婚活事業について

吉
よ し の

野　一
か ず お

男

⒈ 旧総元小学校の跡地有効活用計画について
⒉ 味の研修館厨房機器の交換について
⒊ 空き家等の調査について
  （臨時職員の事務処理内容、調査結果の活用方法、空き家条例の制定について）

吉
よ し の

野　僖
き い ち

一
⒈ 道路の整備計画について
⒉ 観光資源の有効活用と今後の対応について
⒊ ふるさと納税の対応について

根
ね も と

本　年
と し お

生

⒈ 大多喜高校の永久存続を目指して
①大原、岬、勝浦若潮高校の統合理由と県立高校推進プランでの大多喜高校の
　統合の恐れについて
②大多喜高校の統合対策について
③まちづくりと大多喜高校、いすみ鉄道との関係について
④大多喜高校支援推進事業助成金削除の理由
⑤町ホームページと大多喜高校ホームページのリンクについて
⑥大多喜高校後援会支援事業助成金交付要綱第２条に規定する事業内容に
　ついて
⑦いすみ鉄道、バスの利用通学者の家庭負担の軽減方策について
⑧大多喜高校支援推進員会の設置について

町　政　を　問　う
一 般 質 問

一般質問は、町政全般にわたり、議員が

町当局に対して、執行状況や政策方針等

を質
ただ

すものです。
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議
会
だ
よ
り

町
独
自
の
T
P
P
対
策
を

産
業
振
興
課
長

国
の
支
援
策
を
注
視
し
活
用
し
た
い

不
妊
治
療
に
町
独
自
の
助
成
金
を
！

健
康
福
祉
課
長

助
成
を
実
施
し
た
い

山田久子  議員

小髙芳一 議員

問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
本
町
の

農
業
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
で
る
の
か
、
ま
た
、
試

算
が
あ
る
の
か
。

答
産
業
振
興
課
長

農
林
水
産
品
で
81
パ
ー

セ
ン
ト
が
即
時
撤
廃
も
し
く
は

段
階
的
に
撤
廃
と
な
り
、
農
産

物
の
価
格
下
落
を
招
き
、
離
農

が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
離
農
が
進
ん
だ
場

合
、
農
業
、
農
村
の
持
つ
役
割

で
あ
る
水
源
貯
留
、
水
質
保

全
、
大
気
浄
化
、
災
害
防
止
な

ど
の
自
然
環
境
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
く
る
と
考
え
る
。

　

試
算
に
つ
い
て
は
、
今
は
し

て
い
な
い
。

問
こ
れ
か
ら
影
響
が
で
る

と
思
う
が
町
独
自
の
対

策
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
綱
が
発
表

さ
れ
、
今
度
具
体
的
な
支
援
策

が
発
表
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
注

視
し
活
用
し
た
い
と
考
え
る
た

め
、
町
独
自
の
支
援
策
は
考
え

て
い
な
い
。

問
本
町
で
は
英
語
教
育
を
先

進
的
に
実
施
し
て
い
る
。

子
ど
も
は
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
う
ち

に
、
可
能
性
の
あ
る
幼
児
教
育

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

英
語
を
話
せ
る
外
国
人
保
育
士

を
採
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

外
国
人
保
育
士
が
園
児

と
常
に
親
し
み
な
が
ら
保
育
す

る
こ
と
は
、
よ
い
こ
と
だ
と
思

う
が
、
運
営
状
況
等
を
見
極
め

判
断
し
た
い
。

問
小
・
中
・
高
・
大
と
特

色
の
あ
る
英
語
教
育
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
。
町
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

答
教
育
課
長

小
・
中
・
高
を
通
じ
一

貫
し
外
国
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
た
め
、
教

育
目
標
を
、
卒
業
時
お
よ
び
各

学
年
終
了
時
に
英
語
を
使
っ
て

な
に
が
で
き
る
か
を
技
能
別
に

記
述
し
た
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
―
Ｄ
Ｏ
リ

ス
ト
等
の
形
で
一
貫
し
た
指
標

と
し
て
示
す
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
英
語
教
育
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、
各
学
校
が
適
切
に
学

習
目
標
を
設
定
し
、
資
質
・
能

力
に
つ
い
て
明
確
化
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。

問
少
子
高
齢
化
対
策
の
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
特
定
不

妊
治
療
・
一
般
不
妊
治
療
・
男

性
の
不
妊
治
療
に
町
独
自
の
助

成
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。　

　

ま
た
、
助
成
の
実
施
が
可
能

な
場
合
助
成
開
始
の
時
期
や
助

成
金
の
額
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
に

な
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

人
口
減
少
対
策
の
有
効

な
施
策
と
考
え
て
お
り
、
特
定

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
県
の
助

成
が
あ
る
が
、
町
で
も
独
自
の

上
乗
せ
助
成
を
実
施
し
、
ま

た
、
男
性
を
含
め
た
一
般
不
妊

治
療
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
で

助
成
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

助
成
金
額
に
つ
い
て
は
財
政

担
当
課
と
の
協
議
に
な
る
が
、

特
定
不
妊
治
療
で
10
万
円
、
男

性
一
般
を
含
め
た
一
般
不
妊
治

療
で
上
限
５
万
円
の
助
成
を
考

え
て
い
る
。

問
い
す
み
市
・
御
宿
町
の

助
成
に
よ
っ
て
い
す
み

市
に
病
児
保
育
室
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
病
児
・
病
後
児
保
育
に

対
す
る
本
町
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

答
子
育
て
支
援
課
長

病
児
・
病
後
児
保
育
の

実
施
に
は
小
児
科
医
を
必
ず

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
夷
隅
郡
市
内
の

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
町
内

の
医
師
や
関
係
部
署
と
と
も

に
連
携
を
図
れ
る
か
見
極
め

て
対
応
し
た
い
。

問
町
内
・
外
の
保
護
者
か

ら
「
県
民
の
森
、
芝
生

広
場
に
幼
児
用
の
遊
具
、
砂
場

等
を
設
置
し
て
欲
し
い
」
と
の

声
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
町

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

県
と
も
協
議
を
し
て
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
防
災
士
を
育

成
し
自
主
防
災
組
織
の
設
立

を
進
め
て
は
ど
う
か
。
そ

の
際
、
資
格
取
得
費
用
と
し

て
、
半
額
程
度
の
助
成
を
し

て
は
ど
う
か
。

答
総
務
課
長

防
災
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
、
防
災
士
を

育
成
し
て
い
く
こ
と
は
効
果

が
あ
る
と
思
う
が
、
助
成
に

関
し
て
は
防
災
士
の
活
動
や

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
か
な
ど
を
調
査
し
、
慎

重
に
対
応
し
た
い
。
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議
会
だ
よ
り

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

企
画
財
政
課
長

有
用
な
手
段
だ
と
考
え
る

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

町
長

近
隣
市
町
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い

渡辺泰宣 議員

野中眞弓 議員

問
本
町
で
も
人
口
減
少
が

加
速
し
て
い
る
。
雇
用

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
若
い
世

代
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
求
め
た
い
。
ま
ず
、
保
育
の

新
制
度
で
は
子
供
が
３
人
以
上

問
高
速
バ
ス
に
つ
い
て
ゴ

ル
フ
場
の
利
用
客
を
見

込
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
話
合
い
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

ゴ
ル
フ
場
と
の
話
合
い

は
平
成
23
年
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
運
行
時
間
や
、
ゴ
ル
フ
場

利
用
客
へ
の
助
成
等
の
説
明
を

し
な
が
ら
お
願
い
に
回
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
の
ゴ
ル
フ
場
で
も

高
速
バ
ス
の
運
行
を
歓
迎
し
て

お
り
、
利
用
の
増
大
は
見
込
ま

れ
る
と
思
う
。

問
今
の
公
共
交
通
内
容
で

は
、
バ
ス
や
、
い
す
み

鉄
道
に
し
て
も
時
間
が
空
い
て

お
り
、
不
自
由
で
あ
る
。
ま

た
、
高
齢
者
が
免
許
の
返
納
を

考
え
て
い
て
も
、
交
通
手
段
が

な
い
た
め
返
納
を
戸
惑
っ
て
し

ま
う
。
こ
う
い
っ
た
方
の
た
め

に
も
デ
マ
ン
ド
交
通
が
必
要
で

は
な
い
か
。
町
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

デ
マ
ン
ド
交
通
は
現
在

実
施
し
て
い
る
、
タ
ク
シ
ー
に

よ
る
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
異

な
り
、
乗
り
合
い
と
な
る
た

め
、
一
部
不
便
に
な
る
も
の

の
、
有
用
な
交
通
手
段
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
事
業
者
が
乗
り
合

い
の
免
許
を
有
す
る
こ
と
や
、

既
存
の
民
間
事
業
者
が
運
営
す

る
路
線
と
の
調
整
、
運
行
で
き

る
範
囲
、
利
用
者
の
有
無
な

ど
、
十
分
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問
広
域
ご
み
処
理
施
設
計

画
が
５
年
間
休
止
す
る

と
決
ま
っ
た
。
大
多
喜
町
は
現

在
、
い
す
み
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
可
燃
ご
み
の
処
理
を
委

託
し
て
い
る
が
、
近
隣
の
市
町

の
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
る
と

聞
く
。
今
後
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
環
境
水
道
課
長

現
在
、
夷
隅
郡
市
内
で

は
３
カ
所
の
ご
み
処
理
施
設
が

あ
る
が
、
一
番
新
し
い
、
い
す

み
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
22

年
、
勝
浦
と
御
宿
が
と
も
に
30

年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
施

設
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
大
多
喜
町
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
い
す
み
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
処
理
を
委

託
し
て
い
き
た
い
。

の
多
子
世
帯
の
保
育
料
が
上
が

る
の
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す

る
。
従
前
に
戻
す
費
用
と
町
独

自
の
対
策
を
と
る
考
え
は
あ
る

か
伺
い
た
い
。

答
町
長

国
が
算
定
基
準
を
出
し

て
お
り
、
町
で
対
応
で
き
る
問

題
で
は
な
い
が
問
題
点
に
つ
い

て
は
国
に
訴
え
て
い
き
た
い
。

答
子
育
て
支
援
課
長

費
用
に
つ
い
て
町
が
補

う
と
す
れ
ば
、
現
在
３
名
以
上

の
世
帯
の
園
児
が
11
名
で
、
年

額
53
万
２
千
８
０
０
円
で
あ

る
。問

保
育
料
の
第
２
子
以
降

の
減
免
に
は
、
第
一
子

も
在
園
す
る
条
件
が
あ
る
。
町

と
し
て
改
善
す
る
考
え
は
あ
る

か
伺
い
た
い
。

答
子
育
て
支
援
課
長

同
時
在
園
の
条
件
を
取

り
払
う
と
歳
入
歳
出
合
わ
せ

て
１
千
３
７
０
万
円
の
負
担

増
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
現

在
の
財
政
状
況
で
は
困
難
で

あ
る
。

問
医
療
費
18
歳
ま
で
の
無

料
化
の
早
期
実
現
の
考

え
は
あ
る
か
。

答
町
長

今
年
度
か
ら
中
学
生
医

療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お

り
、
す
ぐ
に
高
校
生
ま
で
無
料

化
と
い
う
の
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
は
保
育
の
問
題
も
含

め
総
合
的
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問
一
時
的
に
お
金
の
い
る

入
学
時
の
準
備
に
も
支

援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
就
学

援
助
制
度
の
入
学
前
適
用
と
給

付
制
入
学
準
備
金
創
設
の
考
え

は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
教
育
課
長

就
学
援
助
制
度
に
は
所

得
等
の
審
査
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
確
認
を
す
る
書
類
が
整
う

の
が
５
月
以
降
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
前
倒
し
で
の
適
応
は
考

え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
給
付
制
の
入
学
準
備

金
に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。
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議
会
だ
よ
り

中
山
間
地
域
の
農
業
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

第
６
次
産
業
・
農
業
・
観
光
の
連
携
を
考
え
て
い
る

旧
総
元
小
学
校
の
跡
地
に
三
育
学
院
大
学
付
属
中
学
校
の
誘
致
を

企
画
財
政
課
長

貴
重
な
意
見
と
し
て
承
り
た
い

麻生勇 議員

吉野一男 議員

問
地
方
創
生
に
つ
い
て
、

町
の
リ
ー
ド
が
必
要
で

あ
る
。
特
産
品
の
研
究
、
製

造
、
販
売
の
た
め
に
、
や
る
気

の
あ
る
人
を
掘
り
起
こ
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
施
設
、
設
備
の
予

算
を
国
・
県
に
積
極
的
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺

い
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

農
林
水
産
業
分
野
に
お

い
て
は
、
主
立
っ
た
農
業
経
営

体
と
は
常
に
接
し
て
お
り
、
必

要
と
し
て
い
る
支
援
や
援
助
に

つ
い
て
は
対
応
可
能
な
事
業
が

あ
る
場
合
は
紹
介
し
て
い
る
。

問
国
の
施
策
が
大
型
農
業

に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、

大
多
喜
町
の
中
山
間
地
域
の
農

林
業
が
心
配
で
あ
る
。
今
後
の

あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

問
旧
総
元
小
学
校
の
跡
地

に
三
育
学
院
大
学
付
属

中
学
校
を
誘
致
し
て
は
ど
う

か
。
町
と
し
て
積
極
的
に
推

進
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い

た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

三
育
学
院
の
誘
致
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
積
極
的
に
推

答
産
業
振
興
課
長

主
に
西
畑
、
老
川
地
区

に
な
る
と
思
う
が
、
こ
の
地
域

は
農
業
農
村
整
備
事
業
に
よ
り

今
ま
で
荒
れ
て
い
た
田
畑
が
耕

作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
特
産

品
の
タ
ケ
ノ
コ
や
、
養
老
渓
谷

な
ど
の
景
勝
地
も
あ
る
。
生
産

か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
行
う
６

次
産
業
と
農
業
・
観
光
の
連
携

が
中
山
間
地
域
の
農
業
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

問
婚
活
事
業
に
つ
い
て
観

光
大
使
で
あ
る
渡
辺
正

行
氏
の
総
合
司
会
で
、
い
す
み

鉄
道
と
協
力
し
て
行
う
鉄
婚
を

計
画
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

渡
辺
正
行
氏
は
、
い
す

み
鉄
道
の
観
光
大
使
で
も
あ

り
、
こ
の
婚
活
に
つ
い
て
は
、

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
渡
辺
正
行
氏
と
は
婚
活
の

日
程
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
町
で
は
国
際
交
流
協
会

も
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
人

進
し
て
い
る
が
、
ダ
ム
の
跡
地

の
関
係
も
あ
る
の
で
、
ど
の
よ

う
な
形
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。
貴
重
な
意
見

と
し
て
承
り
た
い
。

問
味
の
研
修
館
厨
房
機
器

に
つ
い
て
、
圧
力
殺
菌

釜
が
２
台
と
も
故
障
し
て
お

り
、
多
く
の
利
用
者
か
ら
交

換
の
要
望
が
あ
る
。
今
年
度

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

圧
力
殺
菌
釜
は
長
年
の

使
用
実
績
に
よ
り
、
温
度
の
計

測
が
不
可
能
で
、
し
か
も
金
属

疲
労
が
発
生
し
、
予
測
不
能
な

事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
今
回
の
12
月
補
正
で
予

算
計
上
し
た
。

問
味
の
研
修
館
は
建
築
し

て
24
年
が
経
過
し
て
い

る
が
、
一
度
も
外
壁
の
塗
装
工

事
が
さ
れ
て
い
な
い
。
外
壁
が

痛
む
前
に
塗
装
工
事
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
産
業
振
興
課
長

本
町
に
お
け
る
公
共
施

と
交
流
を
し
て
は
ど
う
か
。
ア

ジ
ア
は
仏
教
国
が
多
く
結
婚
成

立
後
も
馴
染
み
や
す
い
の
で
は

な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

在
日
の
方
を
対
象
に
す

る
の
か
現
地
ま
で
行
く
の
か
で

費
用
が
変
わ
っ
て
く
る
。
ま

た
、
募
集
方
法
や
、
相
手
方
と

の
調
整
、
言
語
な
ど
か
な
り
難

し
い
問
題
も
あ
る
と
考
え
る
。

設
の
外
壁
の
塗
り
直
し
に
係

る
取
り
決
め
は
な
い
が
、
良

好
な
状
態
の
う
ち
に
塗
装
を

し
、
対
処
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

問
空
き
家
の
所
有
者
に
対

し
て
空
き
家
バ
ン
ク
等

の
利
用
の
説
明
を
す
る
際
に
、

職
員
だ
け
で
は
難
し
い
点
も
あ

る
た
め
、
各
区
長
な
ど
地
域

の
方
と
一
緒
に
行
く
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

空
き
家
の
所
有
者
に

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
は

非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、

空
き
家
の
所
有
者
の
確
認
等
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

問
空
き
家
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答
総
務
課
長

本
町
で
は
非
常
に
危
険

な
特
定
空
き
家
と
い
わ
れ
る
も

の
は
多
く
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
行
っ
て
い
る
空
き
家

調
査
の
結
果
と
今
後
の
空
き
家

の
状
況
を
見
な
が
ら
条
例
を
制

定
す
る
か
考
え
た
い
。
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議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

町
長

大
多
喜
の
産
品
を
全
国
に
宣
伝
す
る
意
味
合
い
が
大
き
い

大
多
喜
高
校
の
永
久
存
続
に
つ
い
て

町
長

な
ん
と
し
て
も
残
す
努
力
を
す
る

吉野僖一 議員

根本年生 議員

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
全
国
各

市
町
村
で
も
大
人
気
で
、
返

礼
品
や
地
域
お
こ
し
に
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
が
、
そ
の

使
い
道
に
つ
い
て
は
町
民
も
関

心
が
あ
る
。
大
多
喜
町
の
役
に

立
っ
た
と
い
う
使
い
道
と
使
い

方
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

答
企
画
財
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
使

い
道
に
つ
い
て
は
、
高
速
バ

ス
運
行
事
業
と
面
白
遊
歩
道

事
業
の
い
ず
れ
か
の
事
業
を

寄
附
者
が
指
定
で
き
る
。
ま

た
、
指
定
が
な
い
も
の
は
町

長
が
事
業
の
指
定
を
行
う
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

寄
附
の
状
況
や
使
途
に
つ
い

て
は
、
広
報
お
お
た
き
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

る
の
で
今
後
も
続
け
て
い
く
。

問
少
子
高
齢
化
に
伴
い
県

は
高
校
の
再
編
を
進
め

て
い
る
。
夷
隅
地
域
で
も
多
く

の
高
校
が
統
合
に
よ
り
な
く

な
っ
た
。
大
多
喜
高
校
は
統
合

す
る
恐
れ
は
な
い
の
か
。

答
副
町
長

存
続
に
向
け
た
活
動
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
を
成
功

さ
せ
る
に
は
寄
附
金
で

納
得
の
い
く
地
域
お
こ
し
を

行
い
、
賛
同
者
を
ふ
や
す
こ
と

で
、
ま
た
大
多
喜
に
ふ
る
さ
と

納
税
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
町

は
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

答
町
長

ふ
※

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の

中
に
大
多
喜
町
が
出
る
こ
と
が

宣
伝
効
果
と
し
て
、
と
て
も
価

値
が
あ
る
。
寄
附
も
重
要
で
あ

る
が
大
多
喜
町
の
産
品
を
全
国

に
紹
介
す
る
と
い
う
意
味
の
方

が
大
き
い
と
考
え
る
。

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
と
は
、

全
国
の
自
治
体
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
ら
え
る
返
礼
品
や
、
寄
附

金
の
使
い
道
を
掲
載
し
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用

サ
イ
ト
。

問
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

今
後
の
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
運
行
ま
た
は
デ
マ
ン
ド
交

問
職
員
を
高
校
に
出
向
さ

せ
高
校
と
行
政
の
一
体

化
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
町
長

人
を
送
れ
ば
解
決
す
る

と
い
う
問
題
で
は
な
い
が
連
絡

を
密
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
大

切
で
あ
る
。

問
大
多
喜
高
校
の
大
半
は

い
す
み
鉄
道
で
通
学
す

る
生
徒
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｊ

Ｒ
に
比
べ
い
す
み
鉄
道
の
定
期

代
は
非
常
に
高
く
保
護
者
の
負

担
が
大
き
い
。
通
学
費
の
補
助

を
行
い
保
護
者
の
負
担
を
軽
く

し
て
生
徒
確
保
に
努
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

い
す
み
鉄
道
で
通
学
す
る

生
徒
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
は
確

か
に
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
。
大
多
喜
高
校
の
ほ
う
が
い

い
、
地
元
の
大
多
喜
高
校
に
行
き

た
い
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問
県
の
計
画
書
の
中
に
地

域
の
人
が
集
い
、
地
域

通
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
考
え
た
場
合
に
支
障
を
き

た
す
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
建
設
課
長

緊
急
車
両
や
福
祉
タ
ク

シ
ー
が
走
行
す
る
際
に
支
障
を

き
た
す
狭
い
道
路
は
、
幹
線
道

路
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
各
区
内
に
数
カ
所
あ

る
。
各
区
内
に
つ
い
て
用
地
交

渉
は
地
元
で
行
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
が
終
わ
り
次
第
町
で

計
画
を
す
る
。

の
人
に
愛
さ
れ
る
学
校
は
統
合

し
な
い
と
あ
る
。
地
域
を
あ
げ

て
一
生
懸
命
努
力
す
る
必
要
が

あ
る
が
。

答
企
画
財
政
課
長

大
多
喜
高
校
に
は
地
域

と
す
で
に
連
携
し
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
る
。
大
多
喜
高
校
支

援
推
進
プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
で

存
続
に
向
け
た
学
校
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
協
議
し
た
い
。

問
大
多
喜
高
校
が
大
原
高

校
に
統
合
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

答
町
長

危
機
感
を
持
っ
て
な
ん

と
し
て
も
残
す
と
い
う
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。
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議
会
だ
よ
り

定
例
会
11
月
会
議

総
合
計
画

【
議
案
第
67
号
】

　

大
多
喜
町
第
３
次
総
合
計

画
の
基
本
構
想
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

第
３
次
総
合
計
画
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で

の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
、

今
回
の
会
議
で
は
町
の
将
来
像

を
明
確
に
し
、
実
現
す
る
た
め

の
施
策
の
大
綱
と
な
る
基
本
構

想
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

議会活動報告

議会議員視察研修　実施
平成２７年１１月１２日～１４日

島根県海
あ ま

士町（定住化促進、地域産業強化）

　　　邑
おおなん

南町（定住化促進、子育て支援）

▲海士町で説明を受けている様子

▲邑南町で説明を受けている様子

　

大
多
喜
町
議
会
で
は
、
平
成

27
年
11
月
12
日
～
14
日
に
議
会

議
員
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、
８

名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
で
は
、
大
多

喜
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
、

「
地
域
産
業
の
強
化
」
、
「
定

住
化
促
進
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
実
施
し
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
２
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

海
士
町
で
は
、
地
産
地
商
課

と
交
流
促
進
課
の
方
が
対
応
し

て
く
だ
さ
り
、
定
住
化
促
進
の

経
過
や
地
域
産
業
の
強
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
海
士
町
は
離
島
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
厳
し
い
財
政
の
中
、
島
の

ブ
ラ
ン
ド
を
売
り
出
し
た
り
、

魚
の
鮮
度
を
保
っ
た
ま
ま
輸

送
で
き
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
地
域
産
業
の
強
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
も

あ
り
、
人
口
２
千
３
百
人
ほ
ど

の
町
で
10
年
間
に
Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ

タ
ー
ン
を
合
わ
せ
て
２
０
４
名

の
雇
用
創
出
効
果
を
生
み
出
す

な
ど
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い

　

議
会
定
例
会
11
月
会
議
が
６

日
行
わ
れ
、
議
案
１
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
の
８
分
の
１
を

Ｉ
タ
ー
ン
者
で
占
め
て
お
り
、

定
住
化
促
進
で
も
注
目
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

邑
南
町
で
は
定
住
促
進
課
の

方
が
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

邑
南
町
で
は
「
日
本
一
の
子

育
て
村
」
を
目
指
し
て
保
育
料

第
２
子
以
降
完
全
無
料
化
や
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
だ

け
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
子
育

て
支
援
ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
出
生
届

が
提
出
さ
れ
た
時
に
防
災
行
政

無
線
を
使
い
町
民
に
知
ら
せ
町

全
体
で
お
祝
い
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
力
を
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
策
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後

に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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議
会
だ
よ
り

総
合
計
画

補
正
予
算

【１１月会議審議結果】

【１月議会審議結果】

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

議案第６７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
議員

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 小髙 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 志関 結果

議案第８２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第８３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第８４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第８５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
議員

定
例
会
１
月
会
議

　

議
会
定
例
会
１
月
会
議
が
15

日
に
行
わ
れ
、
議
案
４
件
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
第
82
号
】

大
多
喜
町
第
３
次
総
合
計
画

の
前
期
基
本
計
画
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

基
本
構
想
の
期
間
10
年
間

を
前
期
と
後
期
に
分
け
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
前
期
基
本
計
画
を
定
め

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
広
報
な
ど
で
町
民
の
皆

様
に
も
周
知
す
る
予
定
で
す
。

【
議
案
第
83
号
】

平
成
27
年
度
大
多
喜
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

一
般
会
計
予
算
に
２
０
２
万

円
を
追
加
し
、
54
億
３
４
７
９

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
補
正
内
容
）

　

奉
仕
活
動
中
に
発
生
し
た
事

故
に
係
る
見
舞
金

【
議
案
第
84
号
】

平
成
27
年
度
大
多
喜
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
に
10
万
２
千
円
を
追
加
し
、

10
億
８
３
４
７
万
４
千
円
と
し

ま
し
た
。

（
主
な
補
正
内
容
）

　

高
齢
者
世
帯
へ
の
個
別
訪
問

を
行
う
実
態
把
握
事
業
の
実
績

増
に
伴
う
、
臨
時
職
員
の
賃
金

追
加
日
程

【
議
案
第
85
号
】

平
成
27
年
度
大
多
喜
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

一
般
会
計
予
算
に
７
７
７
万

円
を
追
加
し
、
54
億
４
２
５
６

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
補
正
内
容
）

　

土
地
、
建
物
の
購
入
費

＊○は賛成　●は反対
＊志関議長は議事進行のため採決には加わりません。
＊野中議員は所要のため途中退室
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大多喜町地域包括支援センターだより　
  美味しい料理で介護予防♪～パン編～が始まりました！

●104

　日本国内に住所がある20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納めること
になっています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家の働き
手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
　ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありますので、「あの
時に・・・」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。
　加入の手続きは、役場保険年金係または年金事務所へお問合せください。（20歳前に就職して厚生
年金等に加入中の方は、加入手続きは不要です。）

☆年金手帳は大切に保管しましょう☆
　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基
礎年金番号が用いられています。国民年金や厚生年金に加入
すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入
記録や保険料の納付状況などがこの番号で管理されます。

○問合せ
　税務住民課保険年金係　☎82－2122（内線251）
　千葉年金事務所　　　　 ☎043－242－6320

20歳から国民年金

○問合せ　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）☎82－2168（内線267）

健康運動指導士による
身体機能向上トレーニングの様子▶

　町では、65歳以上の高齢者を対象に12月から3月までの短期間で行う、介護予防教室を開講し
ました。
　この教室は名前のとおり、美味しい料理を作り、美味しく食べることを最終目標として、脳・
身体・口腔の力や栄養の知識を身に
つけるための介護予防教室です。今
年度は18名と多くの方の参加があ
り、パンを作ることを目標としてい
ています。
　寒さが一段と厳しいこの時期は、
身体を積極的に動かすのは億劫に感
じるかもしれませんが、皆さんも教
室参加者のように何か目標を持ち、
介護予防を意識して、日頃から少し
ずつ身体を動かすことから始めてみ
ましょう♪
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�

兄弟の育て方について
　兄弟がいるのは嬉しいけれど、小さいうちは、ケンカや
争いごとをすることもあります。「上の子を叱り過ぎてし
まう」「でも下の子は言うことがまだわからない年齢だ
し・・・」など、困っているお父さん、お母さんはいませ
んか？
　今回は、兄弟の育て方について考えていきましょう。

○問合せ　子 育 て 支 援 課　☎82－2152
　　　　　み つ ば 保 育 園　☎82－5530
　　　　　つぐみの森保育園　☎83－1411

　子は勝手に育つとは言いますが、やはり子どもを育て
るのは親です。子どもが素直でのびのびと、そして卑屈
にならず、自分は愛されていると感じていられる。そん
な子育てができたらいいですね。

・第１子の育て方
　第１子は初めての子どもなので、親は不安や緊張感をもって子育てをしがちです。そのため神
経質になりやすく、その空気が子どもに伝わってしまうこともあります。ときには肩の力を抜い
て、子どもを安心させてあげられる雰囲気づくりが大切です。

・第２子（中間子）の育て方
　中間子は、親の目が届きにくくなりがちです。上の子は注目を浴び、下の子は末っ子だからと
甘やかされ“自分が放っておかれている”と寂しさを感じていることもあります。お父さん、
お母さんが意識的に中間子に注目してあげるのがポイントです。何かをする時に、『大きい子か
ら』や『小さい子から』というのはありがちですが、『真ん中の子から』ということは、少ない
でしょう。意識的に真ん中の子を先に呼んだり、何かをしてあげる機会をもったりするのもいい
でしょう。

・第３子（２人兄弟の場合は第２子）の育て方
　末っ子は、お父さん、お母さんがいつまでも子ども扱いをして世話を焼き過ぎると『何でも
やってもらって当たり前』という感覚を身につけてしまうこともあります。『最後の育児を楽し
みたい』とお父さん、お母さんが子離れできないことも多いです。上の子も手がかからなくなる
ので余裕ができ、ついあれもこれもと世話をしてしまいますが、子どもにできることは本人に任
せることで、自立を促しましょう。末っ子ばかりかまうと、他の兄弟姉妹が不公平感をもつこと
もあります。
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( 保健事業予定表 )

3月

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談 3/2 ☆9:30～11:00
子育て支援
センター

( みつば保育園 )

乳幼児とその保護者（対象月の平成27年2
月、7月、10月生まれの方には個別に通知し
ます）

  おひさまキッズ（個別） 3/18 13:30～15:30

保健センター

成長発達で心配のある乳幼児とその保護者

赤ちゃん計測会 3/17 10:00～11:30 生後１～3か月のお子さんとその家族（対象
者の方には個別に通知します）

☆子どもの事業☆

☆高齢者の事業☆

行事名 日　時　 場　所 対　象　者

からだいきいき塾 3/11 9:30～11:30

老人福祉センター ※事前に申し込まれている方
美味しい料理で介護予防 3/3・10・

17・23 9:30～14:00

行事名 日時　☆受付時間　 場所 対　象　者

おおたきウォーク♪ 3/28 ☆10:00 大多喜県民の森
ウォーキングを行ないたい方

（5～6Km程度歩きます）　※雨天中止

健幸倶楽部

毎週火曜日

※3/1は

3/4(金)に

日程変更

10:00～11:30
13:30～15:00

B&G海洋センター

※3/22～
保健センター

健康づくり教室に参加されていた方で事前に

申し込まれている方

男塾
毎週水曜

（～3/23）

19:00～20:30

B&G海洋センター

※事前に申し込まれている方

健幸倶楽部
～男塾フォローアップ～

10:00～11:30 ※男塾修了者

リズムウォーキング教室 毎週水曜日 14:00～15:00 健康づくりに興味のある方

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談）

毎月第1・第3木曜日
3/3・17・4/7・21

14:00～15:30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談
電話相談(月曜日～金曜日)
面接相談(毎週水曜日)

9:00～17:00

専用電話（７３－０８０１） 
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談

月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査

毎月第1・第3月曜日
3/7・4/4・18

9:30～11:00 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

 【お問い合わせ】
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター
TEL：73-0145　FAX：73-0904　mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html
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２８年度
町健康診査・がん検診等日程

のお知らせ

　町で実施する 28 年度の健康診査・各種が
ん検診などの年間予定およびお申込み方法
を記載した「平成２８年度大多喜町健康診
査・がん検診等のお知らせ」（Ａ３判二つ折
り）を今月号の広報誌と併せて配布しまし
たので、ぜひご覧いただき、受診してくだ
さい。

 【お申し込みが必要な方】
 「平成２８年度大多喜町健康診査・がん検
診等のお知らせ」をご覧ください。
 【お申し込みの方法】
　お電話（健康福祉課 ☎ 82-2168）でお申
し込みができます。また、健康福祉課窓口、
老川出張所、西畑出張所でも受付を行って
います。
※お申込みの手続きは、なるべく各健（検）

診実施日初日の概ね１か月前位までにお
願いします。

 【受診の対象とならない方】
　①受診を希望する検診について疾患の治
療中および経過観察中の方、②同様の検診
などを他で受診される方、③各健（検）診
の対象年齢に該当しない方

さん滝口　武
　たける

大多喜小学校
２年２組

さん工藤　結
ゆい

子
こ

大多喜小学校
２年１組

おめでとう3月生まれ ●誕生日の思い出に（3 歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の 2 カ月前までに御連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

關　望
み お と

乙ちゃん【３歳】
（泉水）（善之さん・里枝さんの長女）

（ママからの一言）
いつもお兄ちゃん達のマネをして元気いっぱい活発
なみぃちゃん。
時には鏡を見てお化粧したり、髪の毛をとかしたり
女子な一面も♥…
たくさんお友達を作って皆から愛される素敵な子に
なってね。

「ロボットを作る人」　　
　ぼくのゆめはロボットを作る人になる
ことです。みなさんに売って，ずっとし
あわせでいてほしいです。え顔がずっと
つづくとうれしいです。

「やくざいし」　
　わたしのゆめはやくざいしです。びょ
う気でくるしんでいる人たちをたすけた
いです。たくさんの人をたすけて，みん
なに早く元気になってもらいたいです。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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善意の心を
ありがとうございます

身体障害者福祉会に
参加してみませんか

障害年金無料相談会の
お知らせ

第32回わくわくショップ

Ｂ型肝炎ウィルス検査を受け
ましたか？

生活困窮者の支援制度が
始まりました

　身体障害者福祉会とは身体の
障害を克服し相互の親睦と融和
を図ることを目的として設立さ
れた会で、年間を通じ、日帰り
研修やバーべキュー、カラオ
ケ、ゲートボールなどを行い、
健康維持を図りつつ会員同士の
親睦を深めています。
　障害のある方もない方もどなた
でも参加できますので、興味の
ある方はお問い合わせ下さい。
問合せ
　大多喜町社会福祉協議会内
　身体障害者福祉会事務局
　☎82－4969

日時　３月７日（月）
　１３：１０～１６：３０
場所
　いすみ市役所　第１０１号室
内容　社会保険労務士による障

害年金個別相談
申込み方法　完全予約制ですの

で電話での予約が必要です。
問合せ　ＮＰＯ法人　みんなで

期 間 　 3 月 3 日（ 木 ）か ら 6 日
（日）まで

時間　3日（木）13時から19時まで
　　　4日（金）から6日（日）まで
　　　10時から19時まで
　　　※6日（日）は18時まで
場所　大多喜ショッピングプラ

ザ　オリブ　センターコート
内容　パンジー、ビオラ、ジュ

リアンなど春夏物の花苗、手
芸品、岩塩、鰹節　他

問合せ　社会福祉法人いちょう
の里　みずほ学園　☎76－
4321

　昭和23年から63年までの間
で、満7歳になるまでに集団予
防接種やツベルクリン反応検査
を受けた方は、Ｂ型肝炎ウィル
ス感染の可能性があります。
　これらの集団予防接種等によ
りＢ型肝炎ウィルスに感染され
た方（これらの方々の相続人を
含みます）に、病態に応じて50
万円から3,600万円の給付金等
を支給する仕組みがあります。
　給付金を受け取るためには救
済要件を満たしていることと、
病態を証明するため、医療機関
などから必要な証拠を収集して
いただき、国を相手とした国家
賠償請求訴訟を提起していただ
く必要があります。
　裁判上の和解手続により、救
済要件を満たしていることが証
拠から確認できた方には、給付
金をお支払いします。（これら
の一連の手続きの一部または全
部を弁護士にいらいすることが
できます。弁護士については、
インターネット等から「Ｂ型肝炎
　弁護士」で検索することができ
ます。また、厚生労働省ホーム
ページに各地の弁護団の連絡先
へのリンクを掲載しています。）
　Ｂ型肝炎ウィルスに感染して
いるかどうかは、肝炎ウィルス
検査（血液検査）により簡単に
わかりますので、職場などの健
康診断で検査を受ける機会がな
い方は、お住いの市町村での地
域検診や都道府県等の保健所で
検査を受けることができます。
※詳しくは、厚生労働省ホーム

ページで［Ｂ型肝炎訴訟］と
検索してください。

　生活全般にわたるお困りごと
の相談窓口です。
　働きたくても働けない、住む
ところがない、など、一人で抱
え込まず、まずはご相談くださ
い。専門の支援員が解決に向け
た支援を行います。
　相談は無料です。電話相談、
訪問相談、来所相談いたします。
問合せ
　自立相談支援センター夷隅ひなた
　電話・FAX　64－6380
　いすみ市大原8927－2
　（担当：馬場崎・田中）

≪大多喜町ふるさとづくり寄附
金（1月分）≫
・申込件数　722件
・申込金額　73,215,100円
・なお、ホームページには寄附

を公表してもよいという方の
氏名を掲載しています。こち
らもご覧ください。

≪一般寄附金≫
千葉夷隅ゴルフクラブ　様
（板谷）　　　　　   130，000円
≪社会福祉協議会福祉基金≫
・渡邉　喜八　様（会所）　

100，000円
・匿名（１件）　　　    5，000円
≪物品≫
匿名（１件）
オムツ30枚、パット250枚
≪東日本大震災義援金≫
コレット商事(有)
取締役 岩瀬秀子 お客様246名　様
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問合せ
　厚生労働省 健康局 がん・疾

病対策課 Ｂ型肝炎訴訟対策室
　☎03－5253－1111（内線

2080・2066）
FAX　03－3506－7332

サポートちば　☎０７０－１５
４１－７６６１
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第４２回
町民卓球大会参加者募集

自衛官募集

第３回
「養老渓谷音楽祭2016」

こいのぼりを譲っていただけ
ませんか

平成28年度
大多喜町奨学金貸与申請の受付

期日　３月20日（日）
受付　８時30分～
開会式　午前９時～
会場　大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センター
種目　団体戦　男女共　１チーム３名
　個人戦　男女各７名以内
参加費　無料
参加資格　町内在住・在勤
申し込み　３月15日（火）まで

に海洋センターへ所定の用紙
で申し込む。

問合せ　大多喜町体育協会事務
局（海洋センター）

　☎８２－２４６２

　防衛省では、次のとおり自衛官
（幹部候補生）を募集しています。
◎募集種目および応募資格
幹部候補生
◆一般
⑴大卒程度試験
　22歳以上26歳未満の方
※20歳以上22歳未満の方は大

卒（見込可）
※修士課程修了（見込）の方等

は28歳未満
⑵院卒者試験

修士課程修了（見込）の方等
で20歳以上28歳未満の方

◆歯科・薬剤科
　専門の大卒（見込含）で20歳

以上30歳未満の方
※薬剤は20歳以上28歳未満の方
◎受付期間
　3月1日（火）～5月6日（金）まで
※締切日必着
◎試験期日
　1次試験　5月14日（土）、15

日（日）

　第３回「養老渓谷音楽祭2016」
開催にあたり協力して頂ける
様々な方を募集しています。
①ボランティアスタッフ募集
②参加者（出演者、出店、地域

団体ＰＲなど）募集
　その他、いろいろな企画をし

ていますので、お気軽にお問
合わせ下さい。

開催日　5月3日（火）、4日（水）
（2日間開催）

 「養老渓谷音楽祭」ホームページ
　http://youroukeikokuongakusai.

jimdo.com/ 
問合せ 
  「楽しいふるさと創る会」
　☎080－2677－4649　小泉まで

　5月になると、黒原にある不
動滝では鯉のぼりが悠然と川面
を泳いでいます。
　鯉のぼりを上げる作業は地元
有志により行われ、子どもから
お年寄りまで、風光明美な不動
滝を訪れる人びとの癒しの場と
なっています。
　不要になった鯉のぼりを寄付
していただける方は以下までご
連絡ください。ご協力をお願い
します。
問合せ　吉野　☎84－0017

▲不動滝をバックに泳ぐこいのぼり

　町では、経済的理由により高
等学校や大学などへの修学が困
難な方に奨学金の貸与を行って
います。貸与申請の受付期間は
3月1日（火）から3月18日（金）
までです。貸与を希望される方
は、大多喜町教育委員会教育課
までお問い合わせください。
≪対象となる学校と貸与月額≫
○高等学校　　月額15,000円
○中等教育学校
　後期課程　　月額15,000円
○特別支援学校
　高等部　　　月額15,000円

○大学
　国立・公立　月額20,000円
　私立　　　　月額30,000円
○高等専門学校
　1年～3年　 月額15,000円
　4年～5年　 月額20,000円
○専修学校
　高等課程　　月額15,000円
　専門課程　　月額20,000円
≪申請資格≫
　次の事項にすべて該当する方
○上記の学校種別に該当する学

校に在学または入学が決まっ
ている者

○町内に住所を有する者または申
請者の生計を維持する者が、町
内に住所を有している者

○家族全体の所得額が一定の基
準以下である者

≪貸与期間≫
　正規の修学期間が終了する月まで
≪返済方法≫
　卒業後１１年以内（無利子）
≪申請期間≫
　3月1日（火）～3月18日（金）
≪予定人員≫
　3人程度
≪選考結果通知時期≫
　4月上旬
問合せ　教育課　☎82－3010

　町では「広報おおたき」と「大多喜町ホームペー
ジ」に掲載する有料広告を募集しています。
　事業所、企業、お店のPRにご利用ください。
○広報おおたき　下1段／1回………………10,000円
　　　　　　　　下2分の1段／1回…………5,000円
○ホームページ　1枠／1か月………………… 6,000円
○問合せ　　　　総務課　文書広報係　☎82-2111

有料広告を募集しています

※15日は飛行要員のみ
※詳しい内容は、お問い合わせ

ください。
問合せ　自衛隊茂原地域事務所

（千葉地方協力本部）
　☎0475－25－0452
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7日・14日・22日・
28日・31日（図書整
理日）
※祝日を開館します

大多喜図書館
天賞文庫だより
☎82－2459

だれもが知ってる小さな国 
有川　浩　著 

　はちみつを採集する「はち
屋」の息子、ヒコ。ある日、両親
の手伝いをしに山に入るが、ど
こからか声が聞こえて…。誕生
から半世紀の時をこえ、佐藤さ
とるが生み出したコロボックル
の世界を有川浩が書き継ぐ。

・わが心のジェニファー　　
　　　　 浅田　次郎　著  

・鍵の掛かった男　　　　　
有栖川　有栖　著

・明治・金色キタン　　　　 
畠中　恵　著 

・スピンクの壺
　町田　康　著

・きらきら眼鏡
 森沢　明夫　著

おはなし会 ▶3月20日（日）午前10時30分から　大多喜図書館
え い が 会 ▶3月20日（日）午後２時から　　  　大多喜図書館

3月の休館日
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図書の相互貸借
　大多喜図書館にない図書は、県内の図書館から取り寄
せることができます。ぜひご利用ください。

冊子「わたしたちの郷土」等の販売について
　「わたしたちの郷土-大多喜町の歴史-」、「大多喜町
史」、「大多喜町の文化財」、「英訳　大多喜町の民話
Ⅱ」、「大多喜水道物語」、「大多喜の大蛇」を図書館で
販売しています。
問合せ先：0470－82－2459　大多喜図書館
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1 火 （ペット）

2 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （可燃）

3 木 （紙類・衣類）

4 金 （可燃）

5 土 ジュニアスポーツクラブ、キンボール教室　 9：00～　Ｂ＆Ｇ体育館

6 日 子ども習字教室　10：00～　中央公民館

7 月 心配ごと相談（日常生活上の相談）　9：00～12：00　福祉センター （可燃）

8 火 （不燃）

9 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （可燃）

10 木 （缶類）

11 金 （可燃）

12 土

13 日 （休日受付）

14 月 心配ごと相談（結婚相談・人権相談・行政相談・年金相談・労災、雇用
保険相談）10：00～15：00　福祉センター （可燃）

15 火 トットくらぶ　9：00～　みつば保育園 （ペット）

16 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （可燃）

17 木 ひまわり会 （びん）

18 金 （可燃）

19 土

20 日
春分の日　おはなし会　１０：３０～　えいが会　１４：００～　図書館
子ども習字教室　10：00～　中央公民館
町民卓球大会　8：30～　海洋センター

21 月 振替休日

22 火 心配ごと相談（日常生活上の相談）　9：00～12：00　福祉センター （ペット）

23 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館
農業委員会　14：00～　大会議室 （可燃）

24 木 ぬくもり給食会　11：30～　福祉センター （紙類・衣類）

25 金 （可燃）

26 土

27 日

28 月 （可燃）

29 火 （ペット）

30 水 （可燃）

31 木 （不燃）

3月 弥生
March

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

慶　弔 (1月届 )

転出入 (1月届 )

交通事故発生状況

人口と世帯
平成２８年２月１日現在

人　口 9,693 人 （＋１）
男 4,734 人 （＋２）
女 4,959 人 （－１）

世帯数 3,862 世帯 （＋２）
（　）は、前月比

発生件数 １件
死 者 数 ０人
傷 者 数 ２人

出　生  ５人
死　亡  ９人

転　入 １９人
転　出 １４人

火災件数 ０件

救急件数 ３９件

内訳
３件

 ２６件
１０件

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 (1月中 )

１月中（人身事故件数）

刑法犯認知件数（1月末）
５件（前年同期比－２件）

県内５４市町村中少ない順で
ベスト９位

（33） 平成28年2月24日広報 おおたき  No.570



ギ
ャ
ラ
リ
ー

【皿】 【駒つなぎの桜】
大多喜町陶芸クラブ

君塚　昌美さん（田代）
大多喜写真同好会

関　ケイ子さん（中野）

○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82-2168

お野菜チヂミ

①にんじんは皮をむいて、さつまいもは皮付きのまま２㎝厚さ
の輪切りにして一緒に茹でる。柔らかくなったら、それぞれ
をなめらかになるまでつぶす。（さつまいもは皮を除く。）
②ブロッコリーは小房に分けて熱湯で２分ほど茹で、取り出して
しっかりつぶす。
③かぼちゃはワタと種を取ってラップに包んでレンジで２～３
分加熱し、皮を取り除いてなめらかになるまでつぶす。
④それぞれの野菜に、小麦粉大さじ１～2を少しずつ加えて手で
丸められるくらいの固さにし、塩少々を混ぜる。それぞれ直
径４～５㎝の平らな円形にまとめる。
⑤ホットプレートにごま油をひいて熱し、④を並べて3分ほど焼
く。裏返して１分焼く。

　1月28日（木）のトットくらぶ
では、「親子クッキングin保健センター」
として「お野菜チヂミ」作りに6組の親子
がチャレンジ。5名のヘルスメイトの方の
サポートもあり、色とりどりのお野菜チ
ヂミに「美味しい～♡」と親子で喜び合
いました。

作り方

29 管理栄養士
金坂　直子

材料（各4～6個分
）

にんじん…………小
1本

さつまいも………１
００ｇ

ブロッコリー……１
/2株

かぼちゃ…………１
００g

小麦粉……………大
さじ４～８

塩…………………適
宜

ごま油……………適
宜

（34）平成28年2月24日 広報 おおたき  No.570




